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　ジュニアアスリート　ジュニアアスリート
悔し涙も流した。震えるほどの喜びも味わった。すべてを明日へのチカラに変えて、
名古屋から全国へ世界へ、飛躍しようとしているジュニアアスリート達。
まさにいま青春ど真ん中。彼ら彼女らのスポーツにかける熱き思いをお届けします。

未来に
輝け！
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プロフィール

すずき ふう

―ラグビーを始めたきっかけを教えてください。
鈴木●中学1年生の時、「あいちトップアスリートアカデミー」に

合格しました。兄が高校時代にしていたラグビーを専攻
することにしました。

鬼頭●僕も、父がラグビーをやっていて。「父と一緒にプレーをし
たい」と、幼稚園の年長から「名古屋ラグビースクール」に
入りました。父はいま、同スクールでコーチをしています。

―どちらも、ラグビーが身近にある環境だったのですね。
では、お二人が思うラグビーの魅力を教えてください。

鈴木●ラグビーは体の大きさに関係なく、誰でもできるスポーツ
で、やればやるほど奥が深いところですね。

鬼頭●ラグビーはチームスポーツなので、チームが一つになっ
て勝利を目指すことが魅力だと思います。

―お二人とも、チームで主将やキャプテンを務められています。
重責ですが、普段はどんなことを心掛けていますか？

鈴木●高校の部活では、規律や規則を重んじ、準備や片付けの
マナーや挨拶を大切にしています。逆にクラブチームで
は、いろいろなところから選手が集まるので、チームワー
クや協調性を心掛けています。

鬼頭●僕はクラブチームと選抜でキャプテンを務めていますが、
声出しを率先するなど、チームを引っ張ることを心掛け
ています。チームの状況を確認し、どんな状態でも勝ちに
結びつけられるように考えています。

―現在、取り組んでいる課題があれば教えてください。
鈴木●私は春に、関西の大学に進学します。今は、大学でも通用

するテクニックやスピードの強化に取り組んでいます。
鬼頭●僕も春に高校に進学するので、基礎スキルを鍛えていま

す。特に、キックの精度は完璧にしたいですね。
―得意なプレーや、アピールポイントを教えてください。
鈴木●私はフィジカルには自信があるので（笑）、タックルやハ

ンドオフといったコンタクトプレーが得意です。当たった
後でも倒れずに走り抜けるパワーも自信があります。

鬼頭●僕は、相手をかわしたり振り切ったりするランニングスキ
ルが得意です。ステップや1対1など、状況を的確に判断
して対応します。

―趣味やリフレッシュ方法は？
鈴木●ラグビーが本当に楽しくて、試合そのものが一つのリフ

レッシュだと思っています。家で家族と過ごす時間も好き
です。

鬼頭●公園でおしゃべりしたりして、友達と普通に遊ぶ時間が楽
しいです。家でペットの犬と遊ぶ時間も、リフレッシュでき
ます。

―今後の目標を教えてください。
鈴木●大学に進学したら、シニアアカデミーに入り、次にSDS（※

2）、そして日本代表と、レベルを高めていきたい。そして
将来的には、女子ラグビーの普及に努めたいです。

鬼頭●将来もずっとラグビーを続けていきたいと思っています。
まずは、高校ラグビーの全国大会、花園の舞台に立って
優勝したいです。

―「ラグビーが好き！」というお二人の情熱を感じました。
今後も頑張ってください！

ラグビーが大好き！
大きな目標に向かって
練習に取り組む
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鈴木 歩羽 さん
中学１年時に2019あいちトップアスリートアカデミー（※１）「ユース」

選考会に１期生として合格。愛知ラガールでは中学３年時に関西女子中学生大会
第3位。2024年には女子セブンズユースアカデミー選出。フォワードやバックス、
（センター）を担当。

啓明学館高校３年生 ラグビー部主将
クラブチーム「愛知ラガールユース」所属

プロフィール

きとう たくみ

鬼頭 拓巳 さん
中学１年時から名古屋ラグビースクールのレギュラーで、３年時には

名古屋ラグビースクール、愛知選抜チームともキャプテンとしてチームを牽引。今年の
愛知県中学生ラグビーフットボール大会で準優勝。センターやフルバックなどを担当。

中学３年生
名古屋ラグビースクールキャプテン

（※1）＝愛知県内から運動能力の高い子どもたちを発掘する機関
（※2）＝セブンズの大会出場選手などからセブンズ日本代表候補になり得る選手を

招集し、育成・強化を図るスコッド（選手集団）


